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     こども感染症情報 週報第 657号 

☆ 管内の主な感染症の流行状況 ☆ 
疾患名 （参考）秋田県の状況　

発生数（人） 前週との比較 第36週(9/4～9/10）

百 日 咳   1（  0) ＜全県の発生状況＞

ヘ ル パ ン ギ ー ナ    1（  8）
１位：ヘルパンギーナ
（全県で前週より14％減少）

感 染 性 胃 腸 炎   24（ 23）
２位：RSウイルス感染症
（全県で前週より5％減少）

溶 連 菌 咽 頭 炎 　 5（  2）
３位：手足口病
（全県で前週より30％減少）

咽 頭 結 膜 熱 　 3（  3）
４位：感染性胃腸炎
５位：溶連菌咽頭炎

水 痘    0（  0） 県内　警報・注意報

RS ウ イ ル ス   33（ 44） 警報：手足口病（大館・由利本
荘）

手 足 口 病    4（ 12）
警報：ヘルパンギーナ（大館・北秋
田）

突 発 性 発 疹 　 1（  6）
警報：咽頭結膜熱（湯沢）

 ※ 「管内状況」は橫手保健所管内の５小児科医療機関による　　　

 ※ 「秋田県の状況」は秋田県感染症情報センターによる　　　

管内状況第37週(9/11～9/17)（36週）
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こちらからもご覧になれます http://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/hira-fuku 

 

代表的な夏かぜのひとつで、発熱と口腔内の水疱性発疹が特徴です。 

８月下旬以降、県北を中心に患者報告数が増加しています。 

保育園での集団感染事例も９月１３日時点で６件報告されています。 

ヘルパンギーナが県内で流行中です 

●感染経路と症状 

患者の大部分は５歳以下の小

児ですが、大人も感染しま

す。咳やくしゃみ、手指や食器

を介して等で、感染します。

のどに水疱ができ、痛みが生

じます。 

 

●予防について 

手指を介して感染すること

から、手洗いが効果的です。 

便にもウイルスの排泄があ

るため、トイレやオムツ交換

後も手洗いが必要です。 

 

http://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/hira-fuku

